
大学教育再生加速プログラム採択事業ワークショップ報告 

知の理論ワークショップ 

「低所得世帯の学生に TOKを教えることの意味」 
 

１．日  時：平成３０年９月９日（日）１０：００～１２：００  

２．場  所：岡山大学津島キャンパス L-café 

３．主  催：岡山大学アドミッションセンター 

４．参  加：国際バカロレア教育（特に TOK）に関心のある教育関係者、一般の方 

５．参加人数：約４０名 

６．講  師：David Gregg氏（米国シカゴ市セン高等学校・国際バカロレア・コーデ

ィネーター） 

 

７．概  要： 

国際バカロレア教育はエリート育成のための教育と評されることもあるが、北米では、

経済困難地区の教育困難校に導入され、地域教育改善の成果をあげてきた。特に、シカ

ゴ市は、市が実施主体となって公立の低所得者学区の高校に導入を進めた。この TOK

のワークショップは、その低所得者学区の IB 校において、最初に TOK を担当した

David Gregg氏から、その時の工夫、経験を紹介していただいた。その後、参加者は少

数のグループに分かれて、講師指導の下、TOK 活動の実践を行い、授業参加者の学力

や関心が多様であるなかでの TOK的な教育方法の活用の仕方を学んだ。 
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